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インターバンクの声 （2016 年 9 月 21 日） 
 

日本と米国それぞれの金融政策会合を控えた昨夜のニューヨーク市場での円相場

は、101 円台後半の値動きに終始しながら 101 円 75銭で終了した。東京市場も昼

過ぎに発表があると思われる日銀の決定まではこのままの相場が続くことになりそう

だ。9 月のこれまでの相場を振り返ると、米連邦準備制度理事会（FRB）高官による

年内の早期利上げに対する前向きな発言が相次いだ頃の月初に付けた 104 円台

の前半をドルの高値に、その後はイエレン議長を中心に複数の FRB 高官が一転し

て早期利上げに慎重な姿勢を示したことで 101 円台前半安値までの下落を見てい

る。単純に高値・安値のレンジから足元の水準を考えると、安値側に近い水準で日

銀の決定を待つことになり、市場に「昨年末辺りから始まった円高方向への調整相

場もそろそろ終盤」との声が広がっている割には依然円高志向が高いと言えそうだ。

それにしても今年の日銀政策決定会合は間が悪い時に開かれる気がしてならない。

今回の米連邦公開市場委員会（FOMC）での利上げが決定的だったなら、日銀は

追加緩和を先送り出来る余裕もあったはずだが、FOMC の利上げは見送りの公算

が高いだけに、市場も「総括的な検証」を踏まえての一段の金融緩和があることを想

定せざるを得なくなっている。新たな政策が打ち出されなければ、やはり 100 円割れ

トライもあるのかも知れない。 
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